
-

近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

杵
築
藩
・
嘉
永
三
年
風
水
害
記
録
の
分
析

ま
た
、
同
年
八
月
八
日
の
「
御
用
留
心
」
に
も
、

と
見
え
、
府
内
藩
に
お
い
て
も
、
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

後
　
　
藤
　
　
重
　
　
巳

①告
に
よ
る
と
、
そ
の
状
況
は
次
の
如

七

､--

嘉
秀
三
二
八
五
〇
）
年
八
月
七
月
、
背
後
国
の
北
東
部
は
未
曾
有
の
大
風
雨
に
見
舞
わ
れ
、
甚
災
を
蒙
っ
た
。

　
七
日
余
を
経
た
同
月
十
八
日
、
杵
築
藩
か
ら
江
戸
表
へ
滞
在
中
の
痙
主
へ
注
申
さ
れ
た
実
情
報

く
で
あ
っ
た
。

戌
八
月
大
日
よ
ｈ
ｙ
小
雨
、
北
東
雲
行
早
く
、
同
夜
大
降
り
、
翌
七
日
時
や
続
、
午
時
過
よ
わ
北
東
風
吹
出
、
未
之
刻
頃
よ
’
ｎ
ｙ
風
雨

次
第
に
強
く
、
中
時
甚
敷
、
追
々
東
南
風
烈
敷
吹
募
り
、
夜
亥
刻
頃
よ
や
風
雨
と
も
少
々
宛
軽
く
相
成
、
子
時
頃
鎮
申
候
、
右
、

大
風
雨
二
付
、
格
外
之
洪
水
・
高
浪
・
高
汐
ニ
て
、
海
辺
之
人
家
丼
田
畑
汐
込
二
相
成
候
場
所
も
有
之
、
漁
舟
々
ど
陸
へ
打
ト
申

候昨
七
日
、
九
ツ
時
分
よ
り
大
風
雨
、
初
辰
巳
、
後
南
二
相
成
、
御
前
請
所
始
、
御
家
中
・
在
町
御
領
内
一
円
、
潰
家
・
屋
根
吹
剥

等
夥
敷
、
誠
二
前
代
未
聞
之
大
風
、
御
隣
領
も
同
様
之
由
　
―
下
略
Ｉ





対
策
を
中
心
と
す
る
諸
対
策
を
講
じ
た
。

　
被
害
調
査
の
提
出
期
限
は
、
同
月
十
二
日
次
八
し
て
、
天
保
六
年
の
大
風
雨
災
害
の
前
例
に
準
じ
て
、
調
査
対
衆
等
を
定
め
て
調

査
を
命
じ
た
結
果
が
、
前
表
に
示
し
た
数
字
で
あ
っ
た
。

　
ぞ
の
他
の
六
ケ
条
は
、
次
の
通
り
七
あ
っ
た
。

］
、
穀
類
他
所
売
不
相
成
事
、

一
、
諸
品
売
も
の
高
直
に
致
間
数
、
無
拠
子
細
有
之
候
ハ
バ
、
申
出
、
差
図
を
受
候
上
、
売
方
可
致
事
、

べ
諸
沓
人
扶
持
・
作
料
増
方
致
間
数
、
無
拠
子
細
有
之
候
ハ
ハ
、
申
出
馬
受
差
図
事
、

一
、
質
素
・
節
倹
取
締
の
儀
、
兼
て
申
付
有
之
、
此
節
の
風
難
二
付
て
は
、
弥
節
倹
相
守
、
一
封
切
規
定
相
立
、
申
談
の
趣
可
申

　
　
出
事
、

一
、
旅
人
逗
留
候
ハ
ハ
、
追
立
可
申
、
無
拠
子
細
ハ
、
申
出
可
受
差
図
事
、

一
、
他
之
諸
勧
進
・
物
も
ら
ひ
の
類
、
為
立
入
間
数
事
、
但
、
封
境
へ
例
年
の
通
、
高
札
相
立
可
申
事
、

　
右
、
六
ケ
集
中
、
一
・
二
条
に
は
「
附
」
を
も
っ
て
、
「
囲
穀
」
に
よ
る
直
段
の
引
上
げ
と
、
藁
・
茅
・
小
麦
訥
々
ど
の
地
域
積

出
し
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
こ
の
ニ
ケ
条
は
、
穀
物
の
「
他
所
売
」
に
よ
る
品
不
足
を
防
止
す
る
一
方
、
悪
徳
商
人
ら
の
「
囲
穀
」
や
、
物
資
の
「
囲
置
・
買

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢
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近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

占
め
」
等
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
で
、
物
価
の
高
騰
を
防
正
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
’
、
い
わ
ば
誠
に
機
敏
な
対
策
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀋

　
１
だ
三
条
以
下
で
は
、
災
害
後
の
復
旧
工
事
等
匠
と
毛
な
う
諸
勝
人
の
「
作
料
」
（
工
賃
・
手
間
賃
等
）
の
高
騰
を
防
止
し
、
平
素
以

上
の
倹
約
を
命
じ
、
領
内
に
お
け
る
消
費
活
動
の
低
廉
化
を
徹
底
化
す
る
と
と
も
に
、
旅
人
の
逗
留
や
勧
進
・
物
貰
い
の
領
内
入
り

来
り
を
禁
止
し
た
毛
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
風
災
害
に
と
も
な
う
・
領
内
経
済
の
イ
ン
フ
レ
化
を
防
止
す
る
一
方
、
八
月
十
四
目
に
は
、
川
島
兵
六
ら
を
肥
後
熊
本

に
派
遣
し
て
、
家
中
な
ら
び
に
家
中
末
端
の
扶
持
料
、
及
び
民
食
・
種
子
籾
等
を
確
保
す
る
た
め
に
、
同
国
ょ
わ
の
供
米
交
渉
を
講

じ
さ
せ
た
。

　
八
月
毛
二
十
日
を
過
ぎ
る
と
、
こ
の
災
害
に
よ
る
影
響
が
、
漸
時
現
れ
は
じ
め
、
領
内
に
「
売
木
」
が
矢
乏
し
、
飢
饉
状
態
が
見

え
て
来
た
た
め
に
、
藩
側
で
は
、
領
内
の
竹
田
津
・
東
浦
・
富
来
・
今
在
家
・
古
市
・
安
岐
・
守
江
・
八
坂
の
八
ケ
所
に
て
、
米
五

十
石
ず
つ
を
売
ら
せ
る
手
段
を
講
じ
、
売
米
相
場
は
、
近
隣
米
相
場
に
見
合
う
よ
う
指
示
し
た
。

　
八
月
二
十
四
日
に
は
、
家
中
末
端
へ
の
渡
し
方
の
減
少
を
策
し
、
藩
庫
か
ら
の
給
水
・
銀
の
女
出
を
節
減
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
以
上
は
、
八
月
中
に
講
じ
ら
れ
た
応
急
諸
対
策
で
あ
っ
た
が
、
以
下
、
被
害
後
の
社
会
経
済
状
況
と
、
諸
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
、

概
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
三

藩
側
と
し
て
は
、
直
接
的
々
被
害
状
況
を
確
認
し
、
こ
れ
を
江
戸
表
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
藩
庫
収
入
の
基
礎
数
値
を
知
る
た



め
に
、
ま
ず
、
当
年
度
の
作
毛
状
況
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
九
月
三
日
に
は
、
代
官
を
引
受
担
当
手
水
に
派
遣
し
て
、
作
毛
状

況
を
報
告
せ
し
め
た
。

　
そ
の
報
告
に
ょ
る
と
、

八

坂

安
　
岐

小
　
原

来
　
浦

竹
田
津

両
　
子

一
五
　
村

二
九
　
村

一
四
　
村

一
回
　
村

　
七
　
村

一
六

村

二
歩
作
　
　
三
タ
村
皆
撰
ヽ

二
歩
作

二
歩
作

二
歩
作

三
歩
作

四
歩
作

一

四
タ
村
皆
損
、

七
ケ
村
皆
損
ヽ

と
検
分
さ
れ
、
九
四
ケ
村
で
、
平
均
一
歩
六
厘
作
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。

　
右
は
、
中
稲
・
晩
稲
の
分
の
み
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
外
、
当
藩
の
特
産
品
と
目
さ
れ
て
い
た
「
七
島
蘭
」
や
、
大
豆
・
唐
芋
な
ど

に
つ
い
て
も
調
査
・
報
告
さ
れ
た
。

　
以
下
、
そ
の
数
値
を
も
示
す
。

廸
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

七
五
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御
領
分
、
七
島
の
儀
は
前
々
よ
り
作
未
り
、
御
融
通
も
相
成
、
下
方
に
訃
い
て
も
便
利
宜
敷
に
ま
か
せ
、
近
年
、
追
々
畝
教
相
１

し
族
二
付
、
自
然
、
稲
田
井
畑
の
修
理
は
疎
略
二
相
成
、
端
々
の
田
畠
荒
地
も
出
来
い
た
し
、
御
領
内
穀
類
作
高
相
城
、
有
力
の

者
二
至
迄
、
凶
年
手
当
・
囲
穀
ハ
勿
論
、
｝
ケ
年
の
食
用
も
不
行
届
、
已
に
昨
秋
の
大
風
雨
に
て
朱
夏
作
歌
上
ケ
不
中
待
合
、
食

用
差
支
族
ハ
、
全
く
七
島
手
広
二
槙
付
、
金
銀
札
を
歌
込
族
儀
、
専
二
心
懸
、
稲
田
井
畑
は
骨
折
不
中
故
、
穀
類
相
城
、
凶
年
は

砧
と
差
支
族
事
二
俣
、
尤
、
七
高
牛
久
敷
作
習
ひ
、
諸
費
専
追
掛
有
之
故
、
今
更
｝
円
二
差
留
可
中
事
ニ
ハ
無
之
候
得
共
、
歌
込

の
金
銀
札
融
通
宜
に
ま
か
せ
、
自
然
と
奢
修
二
相
成
、
家
作
・
衣
服
・
飲
札
心

｀
ｙ
に
流
れ
、
商
人
の
鮪
‘
一
相
習
ひ
、
眼
前
之
利
潤

に
迷
ひ
、
金
銀
を
貯
、
又
は
貸
付
、
淳
朴
・
質
泰
之
風
儀
を
失
ひ
、
第
｝
穀
類
食
用
の
手
当
不
行
届
相
成
族
、
依
之
、
七
島
田
畝
、

以
来
急
度
稲
城
族
様
機
仰
出
候
事
、

右
の
趣
、
今
般
江
戸
表
よ
ね
機
仰
出
趣
候
、
右
は
被
仰
出
之
通
、
七
高
作
は
便
利
宜
ニ
ま
か
せ
、
近
年
弥
増
作
出
し
、
唯
此
作
一

編
に
身
を
人
、
余
の
作
ハ
カ
を
用
不
巾
族
故
、
昨
秋
来
凶
年
に
て
、
穀
類
食
用
の
品
囲
置
無
之
、
銘
々
致
難
波
族
儀
、
得
と
致
勘

弁
候
て
も
、
相
分
わ
町
中
族
、
七
島
の
類
は
凶
年
こ
至
、
食
用
不
相
成
品
ニ
て
、
金
銭
ニ
ハ
相
成
候
得
共
、
穀
類
無
数
の
待
合
ニ

て
は
、
金
銭
も
其
甲
斐
薄
き
訳
波
、
成
丈
穀
類
を
作
り
置
、
御
厄
介
筋
不
相
成
族
様
、
瑶
来
可
心
懸
の
段
、
村
々
庄
屋
始
、
小
門

二
迄
能
々
中
聞
、
前
言
御
沙
汰
の
趣
、
等
閑
不
相
成
族
様
、
好
機
中
付
候
、
猶
、
当
年
之
処
、
七
高
畝
は
、
先
惣
辻
三
歩
之
波
方

機
中
付
、
追
々
改
好
機
中
封
侯
、

右
に
ょ
る
と
、
百
姓
は
近
年
、
換
金
に
便
利
次
作
物
と
し
て
の
「
七
島
蘭
」
の
栽
培
に
執
心
し
、
水
稲
耕
作
を
等
閑
に
す
る
た
め
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近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

に
、
水
田
荒
廃
が
著
し
く
、
今
回
の
如
き
不
時
の
凶
作
で
は
、
食
用
穀
類
も
欠
乏
し
、
直
接
的
に
困
窮
を
き
た
す
。
菊
草
は
、
直
ぐ

に
金
銭
に
ｔ
る
が
、
食
用
に
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
凶
作
時
に
備
え
て
、
食
用
に
専
一
々
米
穀
作
等
に
心
が
け
、
水
稲
耕
作
を
減

少
せ
し
め
る
七
島
蘭
の
檀
付
畝
歩
を
、
昨
年
に
比
し
て
三
歩
減
と
す
る
と
言
う
も
の
で
あ
る
。

七
島
‘
闇
ハ
、
凡
二
十
万
乗
余
旅
立
、
市
二
素
キ
所
得
ノ
代
金
、
不
少
善
キ
物
産
二
俣
へ
と
も
、
上
田
ヲ
費
シ
、
培
養
製
作
ノ
手
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

不
容
易
、
且
、
凶
年
米
穀
ノ
価
、
騰
貴
致
俣
ヘ
ハ
、
肯
悠
ノ
価
ハ
、
必
ス
下
落
シ
、
弊
害
も
亦
不
少
候
、

と
の
見
解
も
、
と
も
ど
も
、
当
を
得
て
い
よ
う
。

　
事
実
、
風
害
後
の
十
月
七
日
に
は
、
「
七
島
田
銀
」
の
上
納
期
限
を
、
定
期
限
の
同
月
五
日
か
ら
、
月
末
迄
延
期
し
て
欲
し
い
と

の
申
請
が
あ
や
、
認
可
さ
れ
て
い
る
が
、
藩
域
全
体
の
パ
ニ
ッ
ク
状
態
の
も
と
で
は
、
七
島
表
（
踏
）
の
換
金
も
ま
ま
な
ら
ぬ
事
態

に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
災
客
年
の
九
月
十
一
日
、
藩
で
は
、
秋
作
米
の
収
納
に
つ
い
て
見
込
調
査
を
行
っ
た
が
、
田
畠
物
成
惣
計
で
牒
、
米
二
二
、

〇
四
七
石
五
斗
九
升
四
合
ハ
勺
の
内
、
徳
米
は
七
、
二
Ｉ
三
石
丸
斗
ハ
升
九
合
ハ
勺
と
計
算
さ
れ
、
一
個
、
丸
Ｔ
ニ
石
六
斗
三
升
は
、

田
畠
損
米
と
見
込
ま
れ
た
。

　
そ
の
内
訳
は
、

田竃

方き

一
〇
、
〇
一
七
石
二
斗
二
升
一
合
五
勺



（
損
米
）

畠
方
　
　
四
、
九
九
大
石
三
斗
八
升
三
合
五
勺

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
被
災
に
よ
る
米
穀
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
、
応
急
的
痙
対
策
と
し
て
、
他
藩
か
ら
の
借
米
と
、
そ
れ
を
「
救
米
」
と

し
て
配
分
給
与
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　
先
記
し
た
如
く
、
被
災
の
翌
々
九
日
に
は
、
風
損
に
よ
る
被
害
が
夥
し
く
、
家
中
末
々
ま
で
の
扶
助
な
ら
び
に
民
食
・
種
子
籾
々

ど
が
不
足
す
る
で
ち
ろ
り
こ
と
を
予
測
し
、
川
島
兵
六
ら
を
肥
後
熊
本
に
派
遣
（
八
月
十
五
日
出
立
）
し
た
が
、
ニ
ケ
月
余
を
軽
た
十

一
月
一
日
に
は
、
再
び
同
人
と
、
高
木
佐
右
衛
門
ら
と
を
派
遣
し
て
、
借
米
方
の
交
渉
を
す
す
め
、
こ
の
結
果
、
十
一
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
、
こ
の
交
渉
が
成
立
し
て
い
る
。

　
こ
の
折
の
利
息
条
件
等
は
、
次
の
通
や
で
あ
っ
た
。

一
、
米
　
五
百
石

　
　
　
　
　
　
三
百
弐
捨
石

　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
百
八
捨
石

現
米

籾

　
　
　
　
　
　
但
、
籾
三
百
六
捨
石
、
三
俵
二
付
銀
百
四
捨
弐
匁
三
分
三
厩
弐
毛

此
銀
札
、
七
拾
四
貫
百
弐
拾
匁
八
分
三
厘

　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

七
九



近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

八
〇

　
右
者
、
市
正
領
分
、
当
秋
格
外
の
風
損
に
て
、
民
食
・
手
当
等
行
届
兼
候
二
付
、
御
借
米
之
識
御
頼
甲
入
候
処
、
格
外
之
御
取
計

　
を
以
、
御
米
本
行
之
通
御
貸
渡
被
下
、
協
拝
借
仕
候
之
処
、
実
正
二
御
座
候
、
然
ル
上
は
、
来
亥
年
ぶ
来
ル
卯
年
迄
、
五
ケ
年
之

　
間
ヽ
鶴
崎
御
蔵
所
御
定
相
場
を
以
て
、
割
合
之
銀
子
代
米
二
引
直
、
同
所
御
蔵
江
無
相
違
返
納
町
仕
候
、
の
て
差
上
申
一
札
、
如

　
件
、

　
右
の
拝
借
責
任
者
は
、
勘
定
奉
行
た
る
荒
木
栄
二
　
・
　
三
浦
多
一
郎
、
郡
代
の
平
作
作
之
丞
・
ハ
田
寿
左
衛
門
・
高
木
佐
右
衛
門
・

脇
手
脇
番
頭
の
中
相
識
左
衛
門
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
借
用
米
は
、
翌
年
正
月
計
四
日
、
御
船
手
水
主
の
堀
啓
蒙
・
野
上
立
平
ら
の
積
船
に
ょ
っ
て
杵
築
に
廻
槽
ざ
れ
て
来
て
い
る
。

　
　
　
　
四

　
江
戸
間
の
飢
饉
で
は
、
寛
永
十
九
年
・
延
宝
八
年
・
享
保
十
七
年
・
天
明
．
．
年
・
天
保
四
年
の
九
回
が
代
表
的
な
大
飢
饉
と
し
て

知
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
大
飢
拝
以
外
に
、
各
地
を
襲
っ
た
風
雨
・
地
震
等
に
よ
る
災
害
を
起
囚
と
し
た
大
小
の
経
済
的
パ
ニ
ッ
ク

は
、
枚
挙
す
る
に
い
と
ま
な
い
．

　
こ
う
し
た
飢
饉
の
発
生
ず
る
最
大
の
原
因
は
、
国
家
全
体
が
封
翻
的
な
経
済
下
に
あ
り
、
更
に
各
藤
城
自
体
も
封
佃
経
済
圏
を
構

成
し
て
い
る
た
め
に
、
他
国
・
他
藩
か
ら
の
食
料
物
資
の
補
給
が
．
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
基
本
的
々
要

因
は
、
農
村
に
訟
け
る
、
再
生
産
体
制
の
不
備
に
な
る
．



す
々
わ
ち
一
般
的
な
農
民
生
活
（
生
産
活
動
）
で
は
、
収
穫
物
の
ほ
と
ん
ど
が
、
貢
租
と
し
て
収
納
さ
れ
、
平
時
に
か
い
て
さ
え
も
、

米
穀
の
主
食
は
禁
止
き
れ
る
状
態
下
に
訟
か
れ
て
い
た
程
で
あ
り
、
「
年
貢
１
え
す
ま
し
候
へ
ば
、
百
姓
ほ
ど
心
易
き
も
の
は
な
Ｊ
」

と
訪
わ
れ
た
農
民
に
は
、
裏
を
か
え
せ
ぱ
、
年
貢
皆
済
き
え
苦
し
い
状
態
の
中
で
、
」
目
、
風
雨
等
に
よ
る
被
害
や
、
旱
戟
に
ょ
や

作
物
の
枯
死
現
象
を
生
ず
れ
ば
、
唯
一
の
再
生
産
資
材
と
し
て
確
保
し
て
い
る
腫
１
穀
類
の
食
込
み
な
ど
で
さ
え
極
く
上
部
類
の
対
応

策
で
し
か
な
く
、
大
半
以
上
の
農
民
は
、
田
畑
の
売
却
・
妻
Ｌ
の
質
入
れ
、
さ
て
は
逃
亡
・
餓
死
な
ど
、
惨
々
た
る
状
態
に
訟
ち
入
る
を

必
至
と
し
た
。

　
切
論
、
こ
の
様
な
非
常
時
に
備
え
て
、
幕
府
や
藩
で
は
、
悩
殺
囲
米
を
策
し
、
例
え
ば
幕
府
で
は
、
早
く
大
和
三
（
て
八
八
三
年

に
は
諸
藩
に
対
し
て
凶
作
に
備
え
て
の
囲
米
を
介
し
て
か
吋
、
咳
だ
宝
暦
三
（
。
じ
与
三
年
匡
は
、
高
▽
力
石
に
っ
い
て
、
籾
千
俵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
貯
え
る
こ
と
を
命
じ
る
な
ど
備
荒
対
策
を
講
じ
て
来
た
。

　
こ
の
様
な
囲
米
は
、
原
則
と
し
て
籾
で
貯
蔵
さ
れ
、
新
穀
納
人
知
に
、
］
ル
比
率
で
古
い
穀
部
分
は
詰
替
え
ら
れ
、
旧
分
は
放
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
註
）

さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。

『
嘉
永
庚
戌
風
災
凶
荒
紀
事
』
の
末
尾
に
、

豊
年
の
節
、
凶
年
之
貯
牧
置
族
様
、
先
年
丿
年
々
申
忖
有
之
候
処
、
近
年
豊
作
打
紐
キ
、
自
然
一
統
之
人
気
相
他
ミ
、
去
秋
大
風

雨
ニ
て
、
凶
作
相
成
候
価
、
貧
富
に
不
拘
、
‐
‐
．
円
穀
類
貯
無
之
、
夏
作
教
場
不
申
時
合
、
食
用
差
支
族
ハ
、
近
年
人
情
商
売
人
二

　
　
　
　
聊
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
．



　
　
　
　
近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

類
シ
、
利
潤
に
迷
ひ
、
弐
百
十
日
、
其
外
厄
日
通
候
へ
は
、
穀
類
直
段
下
落
相
成
候
と
心
得
、
勘
定
合
二
相
拘
候
儀
は
　
甚
身
元

不
丈
夫
之
儀
に
て
、
質
朴
の
風
儀
を
失
ひ
、
誠
二
農
家
に
ハ
有
間
数
事
ニ
て
不
言
候
ｉ
下
略
－

と
見
え
、
先
に
長
文
の
引
用
を
し
た
如
く
、
換
金
作
物
た
る
「
七
島
」
栽
培
に
執
心
す
る
農
民
の
実
態
を
合
せ
考
え
れ
ば
、
被
災
直

後
の
農
村
困
窮
は
推
察
す
る
に
難
く
な
い
。

　
い
わ
ゆ
る
「
里
方
」
と
呼
ば
れ
る
水
田
地
帯
に
対
し
て
、
海
辺
や
、
山
地
性
の
農
村
部
、
す
な
わ
ち
、
「
山
方
」
・
　
「
浦
方
」
の

経
済
的
不
安
定
性
は
早
く
か
ら
憂
慮
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
わ
、
「
き
き
ん
の
事
々
ど
は
、
里
方
の
百
性
よ
ね
、
一
人
迷
惑
仕
、
餓

死
す
る
も
の
も
多
く
有
之
と
相
聞
候
間
、
飢
饉
の
年
の
労
、
常
々
不
可
忘
四
」
と
言
う
教
諭
に
ょ
っ
て
屯
察
せ
ら
れ
る
が
、
当
藤
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙

内
の
奥
村
部
は
、
す
で
に
別
種
に
訟
い
て
指
適
し
た
如
く
、
極
め
て
狭
少
々
水
田
地
帯
で
あ
り
、
更
に
水
利
湯
腹
面
の
条
件
屯
劣
悪

で
あ
り
、
平
常
的
に
貳
）
決
し
て
豊
亮
痙
農
村
地
帯
で
は
な
か
っ
た
。

　
被
災
直
後
の
八
月
二
十
二
日
、
ま
ず
、
来
浦
手
水
か
ら
、
御
救
歎
願
・
見
取
歎
願
・
拝
借
銭
歎
願
・
皆
横
田
坪
歎
願
の
六
ケ
条
が
、

い
ち
早
く
申
立
ら
れ
、
同
二
十
四
日
に
は
、
ハ
坂
手
水
か
ら
早
々
田
・
晩
田
の
刈
揚
願
い
と
検
見
願
い
が
申
し
立
て
ら
れ
た
。

　
九
月
に
入
る
と
、
三
日
に
は
、
姫
島
か
ら
の
困
窮
拝
借
願
い
が
申
請
さ
れ
た
が
、
伺
に
し
ろ
拝
借
金
銀
米
が
、
過
分
に
至
っ
て
い

る
た
め
に
、
藩
儒
は
一
応
こ
れ
を
拒
否
し
た
も
の
の
、
岡
島
（
姫
島
）
か
ら
は
、
従
前
か
ら
献
納
金
も
順
当
で
あ
る
旨
を
以
っ
て
、

銭
札
ハ
貫
文
を
、
無
利
息
で
貸
出
す
こ
と
に
々
っ
た
。

　
九
月
十
二
日
、
当
局
側
は
、
無
尽
頼
母
子
の
類
を
一
切
禁
止
す
る
こ
と
、
諸
物
価
の
直
段
引
上
げ
を
一
切
禁
止
す
る
こ
と
、
黒
芽



ｉ

の
高
値
売
り
を
禁
止
す
る
こ
と
な
ど
、
三
ケ
条
を
触
れ
出
し
て
い
る
が
、
物
資
の
品
不
足
に
よ
る
物
価
騰
貴
現
象
が
目
立
は
じ
め
た

の
で
あ
っ
た
ｏ

　
九
月
十
四
日
、
定
免
の
村
々
か
ら
、
作
柄
皆
無
の
由
を
も
っ
て
、
救
立
方
を
依
頼
し
て
来
た
が
、
「
定
免
柄
」
を
も
っ
て
、
検
見

差
図
の
不
必
要
を
認
め
て
、
苅
揚
を
許
可
し
た
。
こ
れ
は
早
苅
取
に
よ
る
食
米
の
補
充
を
考
え
た
農
民
側
の
要
求
で
あ
っ
た
。

　
藩
庫
か
ら
の
救
米
の
支
出
は
、
増
加
す
る
げ
か
ｈ
ｙ
で
あ
っ
た
た
め
に
、
十
月
に
入
る
と
、
酒
造
稼
の
者
へ
通
達
が
出
さ
れ
、
酒
造

米
の
渡
方
は
勿
論
の
こ
と
、
自
己
所
持
米
の
新
・
古
米
を
問
わ
ず
、
領
内
産
の
米
を
用
い
て
の
酒
造
は
禁
止
し
、
他
所
か
ら
の
買
込

米
を
用
い
て
の
酒
造
に
限
っ
て
、
酒
造
特
高
に
六
歩
滅
を
条
件
と
し
て
許
可
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
藩
庫
米
の
払
底
と
、
よ
り
徹
底
し
た
節
倹
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
事
実
、
こ
の
時
点
で
は
、
藩
側
か
ら
村
方

に
配
布
す
る
種
子
籾
も
、
「
御
手
広
の
事
故
、
難
被
為
行
届
」
状
態
に
至
っ
て
訟
り
、
「
下
方
に
て
才
覚
い
た
し
候
ハ
ハ
、
代
銀
御

渡
可
相
成
」
と
言
う
方
策
に
ま
で
至
っ
て
い
た
。

　
こ
の
他
所
米
使
用
の
酒
造
高
六
歩
城
内
で
の
酒
造
認
可
も
、
十
｝
月
｝
日
に
入
る
と
、
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
、
酒
造
用
に
他
域
よ

り
買
入
れ
た
酒
遣
米
は
、
買
入
直
叙
で
藩
側
が
買
入
れ
る
旨
が
通
達
き
れ
た
。

　
こ
れ
と
同
時
し
て
、
古
米
持
ち
の
者
は
、
俵
拵
を
入
念
に
す
れ
ば
、
「
古
米
の
蔵
納
」
も
許
可
す
る
と
の
通
達
屯
出
さ
れ
て
訟
り
、

如
何
に
藩
庫
が
、
苦
窮
に
立
ち
至
っ
て
い
る
か
を
察
し
得
る
。

　
十
一
月
は
、
す
で
に
蒔
麦
の
時
期
で
あ
っ
た
が
、
飢
民
は
米
・
籾
米
は
勿
論
の
こ
と
、
す
で
に
種
子
用
の
麦
ま
で
食
尽
し
て
い
る

状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
蒔
時
到
来
と
と
も
に
、
種
子
麦
の
貸
渡
し
願
が
続
出
し
た
。

　
　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三



　
　
　
　
　
近
世
末
期
の
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対
策
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る
支
配
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動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
そ
こ
で
藩
側
で
は
、
や
む
を
得
ず
、
反
別
麦
の
内
か
ら
、
来
春
の
麦
出
来
秋
ま
で
の
条
件
と
し
て
、
麦
六
十
石
を
放
出
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
こ
れ
は
、
八
坂
手
水
十
石
・
安
岐
十
二
石
・
小
原
十
六
石
・
竹
田
津
四
石
・
両
手
十
石
ず
つ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
五

　
藩
側
の
非
常
時
に
対
処
す
べ
き
事
と
し
て
は
、
窮
民
に
直
接
的
に
給
付
す
べ
き
、
民
食
と
し
て
の
穀
米
の
確
保
と
給
付
が
優
先
す

る
が
、
こ
の
外
、
災
害
に
よ
る
実
況
調
査
、
こ
れ
に
基
ず
く
年
貢
の
収
納
率
の
決
定
や
、
収
納
手
段
々
ど
が
考
え
ら
れ
々
け
れ
ぱ
々

ら
左
い
ｏ

　
す
で
に
、
若
干
の
史
料
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
急
激
に
進
展
す
る
江
戸
末
期
の
流
通
経
済
の
中
に
あ
っ
て
、
在
町
・
在
郷
の

商
人
の
活
動
に
対
す
る
規
制
も
重
要
で
あ
り
、
流
通
物
資
の
直
段
上
げ
を
先
取
り
的
に
防
止
し
た
こ
と
は
、
た
し
か
に
機
を
得
て
い

た
ｏ

　
嘉
永
三
年
の
災
害
に
よ
り
、
混
乱
し
た
藩
経
済
を
よ
り
安
定
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ょ
ｈ
こ
杭
制
的
々
経
済
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
訳

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
物
価
統
制
等
の
く
わ
し
い
様
子
は
、
史
料
的
に
知
り
難
い
。

　
嘉
永
四
年
二
月
五
日
、
藩
て
は
各
地
の
郷
蔵
の
有
穀
数
と
、
直
段
下
げ
を
通
達
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
ょ
る
と
、
藩
域
全
体
で
の

米
穀
の
統
一
価
格
は
不
可
能
で
あ
っ
た
も
の
な
の
か
、
相
場
の
ち
が
い
が
見
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、



両
子
蔵

　
上
米
　
三
拾
五
石
二
斗

　
　
　
　
　
石
、
銀
札
　
二
八
七
匁

　
下
米
　
フ
二
石
六
斗

　
　
　
　
　
石
、
銀
札
　
二
八
〇
匁

　
上
餅
米
　
コ
ェ
石
六
斗

　
　
　
　
　
石
、
銀
札
二
八
五
匁

古
市
蔵

　
上
米
　
二
五
石
六
斗

　
　
　
　
　
石
、
銀
札
二
七
〇
匁

　
中
米
　
二
二
二
石
四
斗

　
　
　
　
　
石
、
銀
札
二
六
〇
匁

　
下
米
　
三
四
石

　
　
　
　
　
石
、
銀
札
二
五
〇
匁

　
餅
米
　
一
二
石

　
　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

八
五



♂
－

近
臣
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

　
石
、
銀
札
二
六
〇
匁

八

六

今
在
家
蔵

　
中
米
　
一
四
石
八
斗

　
　
　
　
　
石
、
銀
札
二
五
〇
匁

　
　
　
　
　
　
内
六
十
石
　
富
来
蔵
小
廻
し

竹
田
津
蔵

　
「
？
」
　
二
〇
石
五
斗
四
合
八
匁

　
　
　
　
　
石
、
銀
札
二
八
七
匁

と
が
っ
て
い
る
。

　
嘉
水
四
年
の
正
月
時
点
で
の
、
町
方
売
の
大
豆
価
格
は
石
当
ｈ
ン
銀
札
二
五
〇
匁
か
白
二
〇
匁
の
間
で
あ
っ
た
時
、
救
売
穀
定
価

で
は
、
一
九
五
匁
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
大
豆
に
限
っ
て
は
若
干
の
低
廉
価
を
定
め
た
こ
と
に
な
る
。

　
物
価
対
策
、
特
に
町
人
に
対
す
る
関
係
史
料
は
、
本
史
料
中
に
収
載
さ
れ
ず
、
本
史
料
の
み
で
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
領
内
郷
中
に
訟
け
る
地
主
に
対
し
て
は
、
高
水
三
年
十
一
月
二
十
日
、
秋
作
の
収
納
期
に
あ
た
り
、
「
小
作
上
米
」
に
つ
い
て
申



触
れ
て
い
る
。
す
々
わ
ち
、

小
作
上
米
之
儀
二
付
、
天
保
七
中
年
不
作
二
付
、
同
八
酉
十
一
月
、
割
合
書
付
を
以
、
同
年
よ
り
五
ケ
年
之
間
、
減
少
被
仰
出
、

尚
又
、
昨
酉
年
右
に
準
じ
親
様
、
被
仰
出
候
、
然
ル
処
、
当
年
は
、
数
年
来
未
聞
及
程
の
凰
損
ニ
て
、
類
似
之
凶
作
相
成
親
間
、

地
主
と
も
別
二
深
く
遂
勘
弁
、
小
作
主
難
渋
軽
く
親
様
中
談
、
取
引
故
親
、
自
然
不
都
合
の
取
引
相
聞
親
ハ
ハ
、
取
調
之
上
、
急

度
可
申
付
親
間
、
右
の
趣
、
村
々
不
洩
様
可
中
触
親
、
以
上

と
見
え
て
い
る
。

　
当
年
の
小
作
料
米
の
具
体
的
数
字
は
見
え
々
い
が
、
天
保
以
降
の
小
貧
村
の
困
窮
農
民
が
、
田
地
を
質
入
れ
し
、
結
果
的
に
は
、

こ
れ
ら
の
土
地
を
取
得
、
大
地
主
と
し
て
成
長
し
て
行
く
富
農
層
の
存
在
が
確
か
め
ら
れ
る
歴
史
条
四
は
、
同
年
十
二
月
十
四
日
の
、

一
、
郷
中
、
当
納
差
支
候
二
付
、
質
屋
共
江
微
領
頚
御
貸
渡
し
之
事

と
言
う
、
記
事
と
付
合
し
、
こ
の
事
実
は
嘉
禾
四
年
八
月
の
集
計
に
記
録
さ
れ
る
質
屋
宛
の
計
三
百
五
十
四
貫
余
の
銀
札
場
か
ら
の

融
資
は
、
重
大
が
意
味
を
も
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。

史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

八
七



　
　
　
　
　
近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ハ

　
　
　
　
六

　
米
穀
の
成
熟
時
を
襲
っ
た
大
風
雨
に
ょ
る
こ
の
被
害
は
、
当
年
の
秋
作
に
多
大
な
被
害
を
与
え
た
が
、
こ
れ
に
よ
る
減
収
は
、
当

然
、
直
撃
的
に
翌
年
の
藩
民
生
活
に
困
窮
を
強
い
る
こ
と
に
左
る
が
、
藩
側
で
は
、
こ
う
し
た
面
か
ら
「
民
食
」
対
策
を
撫
ぜ
ね
ぱ

が
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
飢
饉
食
品
」
　
「
救
荒
食
品
」
の
調
査
を
手
掛
け
、
そ
の
品
目
の
集
計
・
整
理
を
し
て
い
る
。

　
嘉
永
四
年
六
月
十
六
日
宦
）
の
記
事
に
、

一
、
当
春
中
、
民
間
食
用
相
成
候
本
葉
・
草
根
・
海
草
之
類
、
歌
詞
、
都
て
七
十
三
種
、
左
に
記
す
、
尤
、
下
方
へ
も
手
水
、
手

永
年
番
所
へ
留
記
相
成
候
の
事
、

と
の
記
事
が
見
え
る
。

　
藩
内
各
地
か
ら
届
出
た
可
食
食
物
の
品
名
と
、
製
法
＝
加
工
法
と
を
明
記
し
、
民
間
と
、
年
番
所
と
に
備
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
や
や
煩
わ
し
い
が
、
そ
の
品
目
等
を
左
に
】
覧
す
る
。

○
山
い
び
ら

○
葛
　
根

○
は
く
や

根根根

爆
・
晒
　
餅

製
澱
　
　
鮮

製
粉
　
　
餅



○
畑
い
び
ら

○
藁

○
蕨

○
ぜ
ん
ま
い

○
に
　
　
れ

○
だ
　
　
ぶ

○
山
午
房

Ｏ
つ
き
で

○
土
　
菜

Ｏ
石
　
蕗

○
く
さ
ぎ

○
榎

○
牛
の
舌

○
淮
　
菜

Ｏ
ち
ょ
ふ

○
く
　
こ廸

　
　
学
　
　
論
　
　
叢

葉　葉　根

茎

〃

昏

葉
・
皮
　
製
粉
　
餅

葉
・
皮
　
製
粉
　
餅

葉　葉　葉

こ､ご｡＿＿ﾉ

葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉

　　　　　　　　　　　　　　茎

蓬
に
同
じ〃　

μ
〃

Z/
〃〃〃

八
九



近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

○
五
　
か

Ｏ
田
ひ
ら
ご

○
訟
ん
ぱ
こ

○
薮
そ
ば

Ｏ
野
び
る

Ｏ
山
わ
け
ぎ

Ｏ
か
う
ぞ
わ

○
嫁
　
菜

Ｏ
芥
子
菜

Ｏ
藤

○
柿

Ｏ
萩

Ｏ
癒
庸
花

○
春
　
木

○
も
ち
花

Ｏ
唐
芋
の
葉
茎

葉　紫　紫　葉　紫

根

葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉

茎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根

（
若
葉
）
煤
食

（
若
葉
）
　
が

（
若
葉
）
　
が

（
若
葉
）
　
が

　
　
　
　
汁
の
実

煤
食

煤
食

（
若
葉
）
　
か

（
若
葉
）
　
が

（
若
葉
）
　
が

　
　
　
雑
炊
混

　
　
　
煤
・
雑
炊

　
　
　
煤
・
餅

　
　
　
襟
食

－

－

－

－

　

％

　

１

九
〇



レ

Ｏ
夏
豆
の
葉

○
ぎ
し
ぎ
し

Ｏ
は
こ
べ

○
岩
ち
さ

Ｏ
芹

Ｏ
あ
ざ
み

○
き
し
の
尾

○
た
ん
ぼ
こ

Ｏ
真
蔦
の
葉

Ｏ
観
音
草

Ｏ
う
し
芹
　
（
異
名
を
ば
ぜ
り
）

○
と
こ
ろ

Ｏ
木
と
こ
ろ

○
え
び
根

○
つ
は
ぶ
き

Ｏ
ほ
　
ど

　
　
　
史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉　葉根　根　根薬

草

根

　
　
　
　
　
媒
食

　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
β

　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
μ

　
　
　
　
　
Ｆ
　
　
２

　
　
　
　
　
７
の
実

製
粉
　
餅
な
ど

〃

餅
な
ど

む
し
て
食
す

環
・
雑
炊

併

九

一

｜

｜



近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

Ｏ
ひ
。
う
ろ
う

○
雀
の
飯

○
だ
　
ら

○
し
ゆ
ろ
う

○
蘇
鉄

根芽　根　芽

○
樫
　
棒
　
（
ど
ん
ぐ
り
の
類
）
　
実

Ｏ
川
に
々

○
田
に
し

Ｏ
讐

○
猫
　
藻

Ｏ
釦
　
ご

○
蟹
の
巣

○
こ
ふ
の
り

○
紅
葉
の
や

○
海
　
雪

○
若
　
芽

身　身　身海
藻
顛

　
　
μ

　
　
か

　
　
が

　
　
が

　
　
が

　
　
が

餅　餅

　
　
　
煤
食

　
　
　
葛
に
同
じ

製
粉
　
餅

　
　
　
煤
食

九
一
一



ｈ

○
伊
賀
の
り

○
す
ぎ
も

○
芽
の
藻

○
根
の
藻

海
藻
顛

　
　
が

　
　
が

　
　
が

　
以
上
の
救
荒
食
品
の
中
に
は
、
例
え
ば
「
庫
」
の
如
く
、
「
常
匠
人
の
用
ゆ
る
品
に
て
、
す
べ
て
心
得
し
も
の
故
、
略
す
」
と
し

て
、
製
法
や
、
食
用
法
を
省
略
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
一
方
で
は
、
「
葛
根
」
、
「
畑
い
び
ら
」
々
ど
の
如
く
、
詳
し
い
製
法
・
食

法
を
記
す
も
の
も
少
次
く
左
い
。

　
一
　
・
二
例
を
左
に
示
す
。

一
、
葛
　
根
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
を
食
ふ

　
　
　
　
　
　
製
　
　
方

竹
の
へ
ら
に
て
土
を
よ
く
去
り
’
、
石
上
に
て
打
砕
き
、
半
切
に
水
を
湛
へ
、
草
器
を
以
て
実
を
も
み
出
し
置
、
一
目
も
相
た
ち
候

へ
は
、
か
た
ま
り
候
ゆ
へ
、
上
ハ
水
を
は
へ
、
防
1
1
1
器
に
布
を
し
き
、
灰
に
て
水
気
を
と
わ
、
餅
の
ご
と
ぐ
つ
く
ね
、
尚
又
、
灰
の
中

に
埋
込
、
水
気
を
と
か
、
厚
サ
弐
歩
位
に
切
、
む
し
て
用
て
ょ
し
、
或
ハ
炭
に
て
焼
用
て
ょ
し
。

廸
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

九
三
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近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
兄
る
支
配
者
動
向
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

べ
畑
い
び
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
を
食
ふ

　
　
　
　
　
　
製
　
　
方

ょ
く
洗
ひ
、
す
い
バ
丼
こ
が
ね
草
等
少
し
加
へ
、
一
昼
夜
程
も
焚
可
申
、
尤
、
最
初
、
い
び
ら
壱
升
二
付
、
酢
三
勺
・
酒
五
勺
位

加
へ
、
煮
候
ヘ
ハ
宜
敷
、
ハ
ッ
テ
イ
の
粉
を
か
け
食
ふ
て
ょ
し
、
大
の
焚
や
う
、
初
・
中
・
後
と
も
同
様
強
く
焚
て
ょ
し
。
火
に

間
断
あ
れ
ハ
、
エ
グ
ミ
出
て
ょ
ろ
し
か
ら
ず
。
飢
を
救
ふ
民
食
、
か
つ
ね
・
は
く
り
’
に
次
く
と
ぞ
。

　
以
上
、
二
例
を
例
示
し
た
が
、
「
葛
根
」
　
・
　
「
い
び
ら
」
　
・
　
「
蕨
根
」
・
　
「
と
こ
ろ
　
（
野
老
）
」
な
ど
は
、
こ
う
し
た
飢
民
食
と

し
て
は
、
上
食
の
部
で
あ
わ
、
粉
末
に
精
製
し
て
保
存
し
、
餅
状
に
し
て
食
用
し
た
り
’
、
「
ハ
ッ
タ
イ
」
状
に
し
て
、
熱
湯
で
練
っ

て
食
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
救
荒
食
品
」
は
、
農
民
た
ち
の
日
常
生
活
の
永
い
歴
史
の
中
で
、
経
験
的
に
取
得
さ
れ
た
知
識
で
あ
る

れ
を
、
今
回
の
災
害
に
と
も
危
う
困
窮
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
や
、
更
に
は
、
以
後
に
備
え
て
の
再
認
識
の
意
味
を
も
含
め
て
の
調

査
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
よ
り
ニ
ケ
月
前
の
四
月
四
日
、
藩
で
は
、
「
唐
黍
」
の
捕
付
指
導
に
乗
や
出
し
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
四
月
四
日
の
記
事
「
唐
黍
植
付
作
吉
之
事
」
に
ょ
る
と
、



唐
黎
民
糧
に
宜
敷
候
哉
二
付
、
御
勘
定
奉
行
申
談
、
御
本
方
へ
御
買
入
、
先
達
て
蔵
本
用
聞
是
助
、
竹
田
表
江
種
子
相
調
さ
せ
、

植
付
申
付
、
六
手
水
種
子
配
分
、
尤
、
槙
付
方
の
図
、
覚
帳
二
有
之
事
。

と
見
え
、
唐
黎
種
子
二
石
を
買
調
さ
・
せ
、
八
坂
手
水
三
斗
、
安
岐
に
四
斗
四
升
、
小
原
に
四
斗
五
升
、
来
浦
に
三
斗
一
升
、
竹
田
市

に
一
斗
一
一
升
、
両
手
に
三
斗
六
升
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
配
分
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
高
水
四
年
八
月
二
日
に
は
、

水
稗
と
中
も
の
有
之
、
村
々
種
子
有
之
候
ハ
ハ
、
植
付
候
様
、
兼
て
御
沙
汰
有
之
、
此
節
御
下
向
下
曾
路
御
通
行
の
節
、
御
用
所

書
役
、
笠
置
権
平
、
見
受
候
由
、
同
人
承
り
合
せ
町
中
、
種
子
無
之
候
ハ
ハ
、
御
買
入
御
渡
可
相
成
、
精
々
檀
付
候
様
、
郷
中
へ

可
中
之
旨
－
下
略
－
―
－

と
見
え
、
「
水
稗
」
の
栽
培
方
を
奨
励
し
て
い
る
。

　
ま
た
同
月
五
日
に
は
、
渋
柿
の
檜
付
を
命
じ
、
百
姓
居
屋
敷
の
四
囲
空
地
に
、
「
凶
年
之
用
意
と
し
て
、
ゆ
里
（
百
合
）
、
ち
ょ

ろ
ぎ
」
を
槙
付
さ
せ
、
更
に
、
当
年
は
、
例
年
よ
り
多
く
「
稗
」
を
作
付
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
通
達
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
頻
発
す
る
凶
荒
に
そ
々
え
て
、
救
荒
食
を
確
保
し
ょ
う
と
す
る
藩
側
の
動
向
で
あ
っ
た
。

　
海
岸
線
に
恵
ま
れ
た
杵
築
藩
で
は
、
海
藻
類
が
比
較
的
豊
富
で
あ
ｈ
７
、
こ
れ
ら
は
平
素
の
民
食
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
救

　
　
　
　
　
史
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叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



　
　
　
　
　
近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

荒
食
と
し
て
屯
役
立
ち
、
々
か
で
も
、
「
ひ
じ
き
」
、
「
黒
芽
」
な
ど
は
、
大
き
い
比
重
を
占
め
て
い
た
。

九
六

－

　
従
っ
て
、
こ
れ
ら
を
買
占
め
し
て
、
同
様
に
苦
境
に
あ
る
隣
藩
な
ど
で
「
せ
り
売
」
す
る
者
も
現
れ
て
釦
り
、
被
災
直
後
の
九
月

三
日
に
は
、
こ
れ
ら
を
他
領
に
持
ち
込
み
せ
り
売
り
す
る
た
め
に
、
直
段
が
高
騰
す
る
の
で
厳
禁
す
る
旨
を
通
達
し
、
翌
四
年
二
月

十
九
日
に
は
、
黒
芽
四
、
四
〇
九
貫
余
を
、
救
食
用
と
し
て
郷
中
小
門
　
（
一
軒
一
軒
）
　
に
割
符
し
て
い
る
。

　
窮
民
に
「
救
穀
」
と
し
て
給
付
さ
れ
た
米
穀
の
量
は
、
当
初
は
一
日
、
一
人
、
一
合
と
決
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
が
「
右
に
て
は

働
き
出
来
兼
可
申
、
御
代
官
よ
ｈ
ン
中
出
候
付
」
結
果
と
し
て
、
雑
穀
込
み
で
一
日
・
一
合
五
勺
に
増
加
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
救
穀
貳
）
、
「
壮
健
も
の
」
は
除
い
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
嘉
禾
四
年
三
月
一
日
か
ら
は
、
壮
健
者
・
鉢
歩
行
者
な

ど
同
様
量
に
給
付
き
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
七

嘉
永
三
年
八
月
の
風
雨
災
害
か
ら
満
一
年
を
経
た
同
四
年
八
月
、
被
災
救
済
関
係
の
総
支
出
が
集
計
さ
れ
た
。

支
出
費
目
が
細
分
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
や
や
煩
雑
に
々
る
が
、
そ
の
大
概
を
見
よ
う
。

　
　
　
「
被
Ｆ
分
」

穀
類
合
　
八
ヽ
五
二
回
石
六
斗
七
升
七
合
七
勺

内
　
（
七
、
〇
四
五
Ｇ
Ｏ
斗
六
升
一
合
一
勺

　
　
　
一
、
四
七
九
石
六
斗
一
升
六
合
六
勺

御
本
方

御
郡
所



銀
札
合

内

黒
　
芽

バヘ

「
貸
渡
分
」

二
七
貫
千
号
二
匁
六
康

二
六
貞
三
九
二
匁
九
分
九
厘

　
　
　
八
四
〇
匁
七

八
、
三
二
九
貫
程

　
　
此
銀
礼
、
Ｔ
Ｏ
貫
二
五
六
匁
二
厘

穀
類
合
　
　
互
○
二
石

　
　
内
　
乙
四
四
〇
石

　
　
　
　
／
　
六
二
石

銀
札
合
　
　
五
七
八
貫
八
九
匁
二
分

　　　内

ノヘ

二
二
二
貫
五
三
九
匁
二
分

　
　
一
貫
三
九
〇
匁

三
五
四
真
平
○
い
匁

史
　
　
学
　
　
論
　
　
叢

御
本
方

御
郡
所

御
郡
所

御
本
方

御
郡
所

御
本
方

御
郡
所

御
銀
札
場

九
七



金

近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

　
　
　
二
両

貸
渡
分
内
訳

-一一

麦

-

六
〇
石

、
銀
札
　
一
五
〇
貫

内

御
郡
所

ｏ
御
領
分
村
種
子
麦
食
込
に
付
、
四
年
秋
迄
返
納

ｏ
反
別
方
よ
り

ｏ
離
農
者
拝
借

　
二
〇
貫
　
難
渚
庄
屋
拝
借

∇
二
〇
貫
　
難
渋
ｆ
日
姓
拝
借

一
、
銀
札
　
　
　
ハ
貫

一
、
鍋
札

ｏ
姫
島
貸
渡
し
無
利
足

一
貫
三
五
〇
匁
　
ｏ
新
栄
村
庄
屋
百
姓
貸
渡
し

一
、
銀
札
　
三
五
四
真
二
〇
〇
匁
　
　
ｏ
貸
量
共
貸
渡
し

　
　
　
内
　
　
四
○
真
　
酉
月
　
両
手
　
ｏ
銀
礼
場
よ
り

　
　
　
　
一
〇
六
真
二
〇
〇
匁
　
安
岐

九
八



一
四
八
貫

　
六
〇
貫

ミ
銀
札
　
　
九
貫
五
〇
〇
匁

　
　
内
　
　
瓦
貫

　
　
　
　
　
四
貫
五
〇
〇
匁

】
全

一
、
麦

　
　
二
両

二
〇
〇
石

㎜ ■ ㎜ ㎜ －

大
友
　
　
二
〇
〇
石

火
小
安
　
　
三
〇
石

籾

Ｔ
Ｏ
石

ﾙﾉ

ぺ
鎖
札
　
　
］
貫
互
○
○
匁

小
原

来
浦

　
　
ｏ
種
・
’
ｔ
Ｊ
籾
買
込
代
と
し
で

小
原

来
肺

ｏ
新
栄
村
唐
乍
種
子
買
込
代
と
し
て

ｏ
麦
収
納
迄
貸
付

ｏ
姫
島
難
渋
者
貸
付
と
し
て

ｏ
馬
場
尾
村
芸
者
片
へ

ｏ
医
西
片
へ
貸
付

　
一
ケ
年
八
朱
利
息
付

べ
銀
札
　
瓦
三
真
面
三
九
匁
二
分
　
ｏ
姫
島
塩
浜
等
圧

坦
Ｌ
の
隼
計
概
算
に
よ
っ
て
、
総
支
出
額
の
大
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
杵
築
藩
の
藩
組
織
と
し
て
の
経
済
面
で
の
機
構
は
、

　
　
　
　
史
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近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

今
日
ま
で
明
確
に
さ
れ
て
い
々
い
の
で
、
こ
の
点
は
、
別
の
機
会
に
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

一
〇
〇

　
右
の
整
理
に
ょ
る
と
、
銭
穀
の
給
付
や
貸
付
に
際
し
て
、
そ
の
経
理
分
野
が
、
三
部
門
に
分
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
御
本
方
」
、
「
御
郡
所
」
、
「
銀
札
場
」
の
三
部
門
で
あ
る
。

　
御
本
方
は
、
藩
庫
そ
の
も
の
で
あ
り
、
藩
主
直
轄
の
「
財
政
」
と
考
え
て
ょ
く
、
給
付
さ
れ
る
金
穀
は
「
袖
下
金
穀
」
と
称
さ
れ

て
い
る
ｏ

　
御
郡
所
は
、
農
村
部
を
直
接
支
配
す
る
郡
奉
所
の
所
管
に
入
る
も
の
ら
し
く
、
年
貢
米
を
一
時
的
に
収
納
し
た
り
、
ま
た
は
、
急

時
に
偏
え
て
の
「
囲
米
」
等
を
保
存
す
る
「
御
蔵
」
な
ど
を
管
理
し
た
。

　
こ
れ
ら
か
ら
支
出
さ
れ
る
も
の
が
、
こ
こ
で
言
う
「
御
郡
所
」
な
る
も
の
ら
し
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
後
究
を
待
ち
た
い
。

　
　
　
　
八

　
嘉
禾
三
年
の
被
害
か
ら
翌
年
八
月
ま
で
に
「
飢
扶
持
」
を
受
け
た
者
は
、
八
坂
手
水
一
、
三
〇
九
人
、
安
岐
四
、
〇
六
〇
人
、
小

原
四
、
一
九
六
人
、
来
浦
二
、
九
フ
○
人
、
竹
田
津
六
九
四
人
、
両
子
三
、
二
五
人
の
計
回
ハ
、
三
七
二
人
と
言
わ
れ
る
。

　
先
記
し
た
ご
と
く
、
食
用
米
の
完
全
給
付
（
返
済
不
要
）
分
け
、
八
、
五
二
四
石
六
斗
七
升
七
勺
と
集
計
さ
れ
、
返
済
必
要
の
五
〇

一
一
石
に
対
し
て
、
確
実
に
高
額
に
及
ぶ
。

　
し
か
し
、
給
付
き
れ
た
返
納
不
要
の
銀
杜
二
七
貫
二
三
三
旬
余
に
対
し
て
、
五
七
八
貰
八
九
匁
余
の
返
済
約
定
を
条
件
と
し
た
鋏

札
の
額
と
、
そ
の
額
の
中
、
五
一
多
の
比
で
占
め
る
質
屋
貸
付
金
の
実
態
を
見
る
時
、
そ
こ
に
は
、
重
大
な
問
題
の
ひ
そ
む
こ
と
を



見
逃
し
て
は
々
る
ま
い
。

　
高
水
四
年
八
月
、
郷
中
に
中
波
さ
れ
た
中
触
れ
の
表
現
を
か
わ
れ
ば
、

　
　
Ｉ
上
略
１
　
質
朴
の
風
儀
を
失
ひ
、
誠
に
農
家
に
は
有
間
敷
事
に
て
不
安
候
、
洵
又
、
過
分
の
御
救
等
被
下
腹
、
是
迄
可
也
に

　
　
　
　
　
・
擲
擲
●
　
ｓ
・
・
・
ｅ
・
ぬ
　
ｅ
●
擲
ｓ
一
擲
・
　
●
奉
・
・

　
相
凌
、
飢
僕
も
の
無
之
儀
は
全
く
御
救
抜
成
下
僕
故
の
儀
二
可
有
、
然
ル
処
、
御
救
抜
下
、
多
人
数
の
内
、
病
人
又
は
家
内
大
勢

　
に
て
、
老
人
子
供
有
之
、
無
拠
、
農
業
相
怠
わ
候
者
も
有
之
哉
ニ
て
、
尤
の
儀
二
相
聞
僕
も
の
も
有
之
候
得
共
、
或
ハ
農
業
不

　
出
精
に
て
、
兼
て
心
得
方
不
宜
も
の
も
有
之
、
右
は
格
別
の
訳
を
以
、
善
悪
不
相
撰
、
一
円
極
難
も
の
と
も
へ
抜
下
相
成
僕
得
と

　
も
、
壮
年
之
も
の
は
勿
論
、
働
出
来
僕
も
の
、
興
業
順
位
や
、
御
厄
介
相
奴
僕
段
、
不
束
之
事
二
俣
、
以
後
、
心
得
方
不
宜
、
農

　
業
相
怠
り
僕
も
の
ハ
勿
論
、
従
順
の
内
、
老
人
手
併
有
之
、
農
業
相
位
わ
俣
も
の
、
　
尋
寡
孤
独
、
廃
疾
の
者
た
や
と
も
、
庄

　
屋
、
下
役
人
中
談
、
養
子
或
ハ
嫁
娶
等
迄
、
精
々
世
話
い
た
し
、
加
帳
田
畠
か
り
受
侯
て
も
、
急
度
農
業
相
元
付
候
の
様
可
申
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
・
　
・
ｓ
ｇ
ｅ
・
一
　
　
一
擲
　
一
・
　
　
・
・
一
　
ｅ
ｓ
・
一

　
僕
、
―
中
略
Ｉ
　
農
業
元
付
不
中
者
ハ
、
名
前
可
中
出
俣
、
兼
て
無
業
出
精
に
て
、
昨
秋
己
来
、
御
厄
介
不
相
成
者
、
委
敷
名
前

　
取
調
、
可
申
出
僕
、
以
後
た
と
へ
、
凶
作
有
之
僕
て
も
、
御
救
抜
高
行
居
候
儀
ニ
ハ
無
之
親
閲
、
此
段
、
重
豊
和
心
得
可
中
僕
、

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
「
御
厄
介
を
か
け
ず
、
年
貢
を
完
納
す
る
百
姓
」
を
歓
迎
し
、
「
農
業
相
怠
や
、
不
身
侍
座
百
姓
は
、
急
度

申
し
付
く
べ
し
」
と
す
る
封
建
領
主
の
姿
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　
被
災
直
後
の
十
月
廿
六
日
、
安
岐
手
水
横
城
付
の
百
姓
が
、
「
剖
年
貢
歎
筋
」
を
申
し
談
じ
て
、
村
役
人
へ
も
断
ｈ
ン
座
く
、
村
内

　
　
　
　
　
オ
オ
ギ
ョ
ウ

の
東
光
寺
に
「
大
行
」
に
巣
合
し
て
相
談
し
た
こ
と
が
知
れ
、
そ
の
発
端
は
、
文
七
・
継
蔵
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
や
、
時
節
柄
不
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近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

届
で
あ
る
と
し
て
、
謹
慎
（
他
参
留
）
を
申
し
渡
さ
れ
た
。

一
〇
二

　
彼
ら
の
主
張
は
明
ら
か
で
は
々
い
が
、
所
詮
、
年
貢
減
免
歎
願
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
徒
党
を
結
ぶ
不
穏
な
動
き

に
対
す
る
予
防
的
な
封
じ
込
み
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
雑
然
と
、
風
雨
災
害
後
の
社
会
状
態
と
、
こ
れ
に
対
処
し
ょ
う
と
す
る
藩
側
の
態
度
と
を
眺
め
て
来
た
が
、
江
戸
在
留
の

藩
主
か
ら
の
沙
汰
や
、
郡
奉
行
か
ら
の
通
達
の
中
に
は
、
常
に
「
厚
き
思
召
を
以
っ
て
」
と
か
、
「
厚
き
御
慈
悲
に
ょ
っ
て
」
と
の

表
現
が
散
見
し
、
「
　
御
領
分
で
は
、
田
畠
作
り
方
が
疎
略
で
あ
り
、
よ
ろ
し
く
な
い
。
池
辺
で
は
土
拵
ま
で
綿
密
に
す
る
の
で
、

手
入
行
届
き
、
比
較
的
凶
作
に
見
舞
れ
る
事
が
少
な
い
」
、
「
食
物
と
言
う
も
の
は
、
土
中
に
実
の
入
る
も
の
で
、
風
害
に
は
強
い

も
の
だ
。
檜
付
・
耕
作
を
入
念
に
す
れ
ば
被
害
は
少
々
い
も
の
だ
」
痙
ど
述
べ
、
「
食
用
手
当
て
を
専
ら
に
せ
ず
に
、
利
潤
に
迷
う

か
ら
凶
作
に
見
舞
れ
る
の
だ
」
と
の
恩
着
せ
や
、
脆
弁
を
用
い
て
、
凶
災
の
原
因
を
、
農
民
側
の
責
任
に
々
す
や
つ
け
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
点
に
は
、
所
詮
、
封
建
領
主
の
旧
体
依
然
と
し
た
支
配
態
度
が
伺
わ
れ
る
。

　
本
種
で
は
、
こ
の
外
に
、
風
俗
面
等
に
つ
い
て
、
若
干
触
れ
る
予
定
で
い
た
が
、
紙
数
の
関
係
等
で
割
愛
し
た
、
別
種
で
述
べ
る

予
定
で
い
る
。



註
　
④
『
嘉
禾
庚
戌
風
災
凶
荒
紀
事
』
別
府
大
学
文
学
部
史
学
科
所
蔵
、
当
史
料
は
表
紙
共
一
〇
八
葉
に
反
ぶ
、
当
災
害
に
関
す
る
一
件
記
事
で
あ
る
。
尚

　
　
　
本
小
稿
で
は
、
特
記
し
な
い
引
用
史
料
は
全
て
右
に
よ
る
。

　
　
②
「
御
用
留
記
・
嘉
永
三
年
」
大
分
県
立
図
書
館
所
蔵
『
府
内
蔵
日
記
』
甲
一
三
四
五
号

　
　
③
『
杵
築
藩
町
役
所
日
記
』
「
日
雇
儀
増
し
方
致
し
決
て
雇
不
申
様
、
心
得
違
者
有
之
候
ハ
ハ
、
名
前
可
申
出
様
、
日
雇
雁
ョ
リ
増
方
致
呉
様
申
出
候
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
、
其
の
名
前
、
申
出
候
様
被
仰
候
」
な
ど
見
え
る
。

　
　
④
「
引
継
要
領
書
」
『
杵
築
市
誌
』
資
料
編
収

　
　
⑤
嘉
禾
三
年
八
月
の
風
災
は
、
豊
後
地
方
の
み
で
な
く
、
肥
後
地
方
に
お
い
て
も
各
地
に
被
害
が
続
出
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
『
熊
本
県
史
料
』

　
　
⑤
『
徳
川
禁
令
考
』

　
　
⑦
『
徳
川
禁
令
考
』

　
　
⑧
『
徳
川
禁
令
考
』

　
　
⑨
『
徳
川
禁
令
考
』

　
　
の
拙
稿
「
浦
辺
村
落
小
考
」
　
『
別
府
大
学
紀
要
・
第
一
六
集
』
収

　
　
⑩
拙
稿
「
江
戸
時
代
末
期
に
お
け
る
水
利
と
村
落
」
　
『
政
治
経
済
史
学
・
第
一
　
て
二
号
』
収

　
　
＠
拙
稿
「
江
戸
末
期
に
お
け
る
土
地
集
積
史
料
」
　
『
歴
史
教
育
・
第
十
八
巻
一
号
』
収

　
　
⑩
井
ノ
ロ
章
二
、
「
食
物
の
種
類
」
　
『
日
本
民
俗
学
大
系
こ
ハ
』
収

　
　
９
澱
粉
質
の
植
物
根
を
精
製
し
て
食
用
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
時
代
的
に
古
く
、
地
域
的
に
広
く
、
大
蔵
永
常
の
『
製
葛
録
』
な
ど
は
そ
の
点
で
知
ら
れ

補
註
　
　
囲
穀
の
出
し
割
り
と
利
用
に
つ
い
て
一
例
を
示
す
（
島
原
飛
地
領
の
例
）

　
　
　
　
　
助
合
穀
取
計
方
左
之
通

　
　
　
米
三
百
石
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
組
よ
り
出
穀
壱
ケ
年

　
　
　
　
内
組
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
諭
　
叢

一
〇
三



　
　
　
　
　
　
　
　
近
世
末
期
の
凶
荒
対
策
に
見
る
支
配
者
動
向

　
　
　
八
拾
弐
石
丘
斗
壱
升
六
合
　
　
　
　
　
高
田
紺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

　
　
　
し
拾
壱
石
丘
斗
八
升
四
合
　
　
　
　
　
田
染
組

　
　
　
丘
拾
壱
石
八
斗
煮
升
　
　
　
　
　
　
　
長
洲
組

　
　
　
四
袷
ヒ
石
六
斗
六
升
弐
合
　
　
　
　
　
娘
津
組

　
　
　
四
拾
六
石
四
斗
弐
升
ハ
合
　
　
　
　
　
山
蔵
組

　
侵
よ
り
卯
迄
三
ケ
年
、
村
方
出
石
高
九
百
石
、
Ｌ
分
御
足
三
．
白
石
　
　
都
合
計
弐
百
石

一
、
村
出
穀
御
足
穀
数
共
、
年
々
直
段
宜
敷
時
分
致
払
方
銀
囲
役
人
横
目
代
官
大
庄
屋
合
封
、
金
箱
掛
附
和
、
期
日
々
金
箱
御
役
所
よ
り
取
寄
、
立
合
可
仕

　
　
弔

そ
の
利
用
は
、
肥
代
と
し
て
貸
渡
し
、
出
。
白
姓
家
作
料
貸
向
、
火
難
、
病
難
貸
渡
、
そ
の
外
不
時
の
災
難
に
調
査
の
七
貸
付
け
る
。
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